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憲
法
修
業

　

西
洋
流
の
近
代
憲
法
を
調
査
す
べ
く
、
伊
藤
博
文
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
女
婿
の

末
松
謙
澄
が
「
伊
藤
公
の
欧
洲
に
お
け
る
憲
法
取
調
顛
末
」
を
書
い

て
そ
の
日
程
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
も
経
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
十
年
の
の
ち
、
吉
野
作
造
の

「
ス
タ
イ
ン
、
グ
ナ
イ
ス
ト
と
伊
藤
博
文
」
が
憲
法
取
調
の
日
程
を

整
理
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
明
治
憲
法
制
定
の
研
究
が
本

格
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
、
す
で
に
五
十
年
の
年
月

が
経
過
し
て
い
る
。

　

伊
藤
博
文
が
憲
法
取
調
の
勅
命
を
受
け
て
横
浜
を
出
帆
し
た
の
は
、

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
十
四
日
、
同
じ
く
横
浜
に
帰
帆
し

た
の
は
翌
明
治
十
六
年
八
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実

質
的
な
最
高
権
力
者
が
、
一
年
近
く
も
故
国
を
留
守
に
し
た
と
い
う

こ
と
だ
。
し
か
も
そ
の
実
態
は
単
な
る
視
察
旅
行
で
は
な
く
、
ド
イ

ツ
人
の
碩
学
か
ら
憲
法
学
の
個
人
教
授
を
受
け
る
と
い
う
、
き
わ
め

て
贅
沢
な
留
学
で
あ
っ
た
。
留
学
者
の
地
位
と
い
い
、
留
学
の
期
間

と
い
い
、
指
導
教
授
の
顔
ぶ
れ
と
い
い
、
前
代
未
聞
の
出
来
事
で
あ

る
。
明
治
憲
法
の
制
定
作
業
は
、「
伊
藤
博
文
の
憲
法
修
業
」
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
（
（
（

。

　

末
松
謙
澄
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
博
文
の
派
遣
は
「
欧
洲
」
に
お
け
る

憲
法
取
調
の
た
め
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
実
態

は
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
個
人
授
業
に
大
部
分
の

時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
グ
ナ
イ
ス
ト
お
よ
び
モ
ッ

セ
に
師
事
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
シ
ュ
タ
イ
ン
（
ス
タ
イ
ン
）
に
学
ん

だ
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
を
教
え
た
の
で
あ
り
、
ま

た
伊
藤
に
お
い
て
も
、
当
初
よ
り
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
を
修
め
る
こ
と

が
留
学
の
目
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
随
員
た
ち
は
、
ベ
ル
ギ
ー
や
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
憲
法
を
調
査
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
単
な
る
参
考
資
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料
で
し
か
な
い
。

　

ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
グ
ナ
イ
ス
ト
（Rudolf von Gneist

）
と
モ
ッ

セ
（A

lbert M
osse

）
の
憲
法
講
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
隔
日
週
三
回
の

進
度
で
同
時
並
行
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
結
局
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
講

義
を
聴
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
グ
ナ
イ
ス
ト
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の

著
名
教
授
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
の
信
任
も
厚

か
っ
た
。
ま
た
モ
ッ
セ
は
グ
ナ
イ
ス
ト
の
高
弟
で
あ
っ
た
。
モ
ッ
セ

は
や
が
て
日
本
政
府
に
招
聘
さ
れ
て
、
憲
法
等
の
制
定
作
業
に
携
わ

る
こ
と
に
な
る
。
吉
野
作
造
に
よ
れ
ば
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
講
義
は
明

治
十
五
年
の
五
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で
、
モ
ッ
セ
の

講
義
は
、
同
年
の
五
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
末
ま
で
と
、
十
一
月
十

四
日
か
ら
翌
年
の
二
月
九
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
（
（

。
そ
の
間
に
中
断

も
あ
っ
た
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
残
る
が
、
グ
ナ
イ
ス

ト
の
講
義
は
お
よ
そ
二
か
月
、
モ
ッ
セ
の
講
義
は
三
か
月
半
の
期
間

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
シ
ュ
タ
イ
ン
（Lorenz von Stein

）
の
講
義

も
、
週
三
回
ず
つ
お
こ
な
わ
れ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
も
当
時
の
ウ
ィ
ー

ン
大
学
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ
る
。
や
は
り
吉
野
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ

タ
イ
ン
の
講
義
は
明
治
十
五
年
の
九
月
十
八
日
か
ら
十
月
二
十
一
日

ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
（
（

。
約
一
か
月
の
講
義
で
あ
る
。

　

伊
藤
博
文
に
は
秘
書
官
の
伊
東
巳
代
治
の
ほ
か
に
、
河
島
醇
や
三

好
退
蔵
ら
が
随
行
し
た
が
、
講
義
に
際
し
て
は
筆
記
役
と
し
て
伊
東

だ
け
が
同
席
し
た
。
グ
ナ
イ
ス
ト
と
モ
ッ
セ
は
ド
イ
ツ
語
で
講
義
し

た
の
で
、
ド
イ
ツ
公
使
の
青
木
周
蔵
が
通
訳
と
し
て
同
席
し
て
い
る
。

シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
に
は
英
語
で
講
義
し
た
か
ら
、
通
訳
の
必
要
さ

え
な
か
っ
た
。
彼
ら
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
講
義
内
容
は
、
も
っ
ぱ
ら
伊

東
巳
代
治
が
筆
記
し
た
。

　

日
程
か
ら
み
て
も
、
ま
た
ド
イ
ツ
帝
国
な
り
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の

正
統
的
学
説
た
る
性
格
か
ら
し
て
も
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
講
義
こ
そ
が

最
も
重
要
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
グ
ナ
イ

ス
ト
講
義
の
筆
記
録
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
筆
記
者

の
伊
東
巳
代
治
の
手
元
に
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
吉
野
作
造
が
発
見
し
た
『
西

哲
夢
物
語
』
の
中
に
、
こ
の
グ
ナ
イ
ス
ト
講
義
筆
記
録
と
覚
し
き
文

書
が
含
ま
れ
て
い
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
か
と
い
え
ば
、

そ
の
冒
頭
に
、「
モ
ツ
セ
ハ
学
問
上
ヨ
リ
巨
細
ニ
可
申
上
自
分
実
際

上
ヨ
リ
大
体
ノ
事
ヲ
可
申
」
と
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。

　
『
西
哲
夢
物
語
』
所
収
の
こ
の
文
書
は
、
日
本
人
に
対
し
て
「
自

分
」
な
る
ド
イ
ツ
人
が
お
こ
な
っ
た
憲
法
講
義
の
筆
記
録
で
あ
る
。

し
か
も
、
詳
細
は
「
モ
ツ
セ
」
が
論
じ
る
の
で
、「
自
分
」
は
基
本

的
な
こ
と
を
述
べ
る
、
と
あ
る
。「
自
分
」
が
基
本
的
な
講
義
を
お

こ
な
い
、「
モ
ツ
セ
」
に
は
補
充
的
な
講
義
を
さ
せ
る
と
あ
る
以
上
、

「
自
分
」
な
る
人
物
は
「
モ
ツ
セ
」
の
上
司
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、「
モ
ツ
セ
」（
モ
ッ
セ
）
と
並
行
し
て
憲
法
を
講
じ
た
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「
自
分
」
と
は
、
彼
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
グ
ナ
イ
ス
ト
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
か
ら
憲
法
講
義
を
受
け
た
日
本
人
と

は
伊
藤
博
文
で
あ
り
、
通
訳
さ
れ
た
日
本
文
を
記
録
し
た
の
は
伊
東

巳
代
治
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
グ
ナ
イ
ス
ト
講
義
の
筆

記
録
に
相
違
な
い
。
吉
野
作
造
が
そ
の
よ
う
に
推
測
し
た
の
も
、
し

ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
『
西
哲
夢
物
語
』
は
、
自
由
民
権
派
が
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年

十
月
以
降
に
頒
布
し
た
秘
密
出
版
物
で
あ
る
。
こ
の
出
版
物
は
、
①

「
西
哲
夢
物
語
」
で
始
ま
る
「
グ
ナ
イ
ス
ト
氏
談
話
」、
②
「
王
国
」

で
始
ま
る
「
普プ

ロ
イ
セ
ン

魯
西
憲
法
」、
③
「
原
規
」
で
始
ま
る
「
日
本
憲
法

原
規
」
の
三
種
類
の
文
書
を
綴
じ
合
わ
せ
て
桃
色
の
表
紙
を
付
け
た
、

全
百
四
十
一
頁
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
グ
ナ
イ
ス
ト
氏
談

話
」「
普
魯
西
憲
法
」「
日
本
憲
法
原
規
」
は
、
吉
野
が
『
明
治
文
化

全
集
』
に
収
録
す
る
に
際
し
て
あ
と
か
ら
付
け
加
え
た
標
題
で
あ
っ

て
（
（
（

、
原
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、「
グ
ナ
イ

ス
ト
氏
講
義
」
が
伊
藤
博
文
が
聴
い
た
憲
法
講
義
の
筆
記
録
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
確
認
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　

伊
藤
博
文
の
憲
法
修
業
に
戻
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
グ
ナ
イ
ス
ト
と

モ
ッ
セ
の
講
義
を
聴
い
た
伊
藤
博
文
は
、
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て

ウ
ィ
ー
ン
に
赴
き
、
そ
こ
で
今
度
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
聴
く
こ

と
に
な
る
。
そ
の
間
の
八
月
十
一
日
付
で
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
岩
倉
具
視

に
宛
て
た
書
簡
は
、
当
時
の
伊
藤
の
心
情
を
率
直
に
吐
露
し
た
も
の

と
し
て
、
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
。

博
文
来
欧
以
来
取
調
の
廉か

ど

々
は
、
片
紙
に
尽
兼
候
故
不
申
上
候

処
、
独
逸
に
て
有
名
な
る
グ
ナ
イ
ス
ト
、
ス
タ
イ
ン
の
両
師
に

就
き
、
国
家
組
織
の
大
体
を
了
解
す
る
事
を
得
て
、
皇
室
の
基

礎
を
固
定
し
、
大
権
を
不
墜
の
大
眼
目
は
充
分
相
立
候
間
、
追

て
御
報
道
可
申
上
候
。
実
に
英
、
米
、
仏
の
自
由
過
激
論
者
の

著
述
而の

巳み

を
金
科
玉
条
の
如
く
誤
信
し
、
殆
ん
ど
国
家
を
傾
け

ん
と
す
る
の
勢
は
、
今
日
我
国
の
現
情
に
御
座
候
へ
共
、
之
を

挽
回
す
る
の
道
理
と
手
段
と
を
得
候
。
報
国
の
赤
心
を
貫
徹
す

る
の
時
機
に
於
て
、
其
効
験
を
現
は
す
の
大
切
な
る
要
具
と
奉

存
候
て
、
心
私ひ

そ
かに
死
処
を
得
る
の
心
地
仕
候
。
招
来
に
向
て
相

楽
居
候
事
に
御
座
候
（
（
（

。

　

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
の
手
紙
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
シ
ュ
タ
イ

ン
と
会
見
は
し
た
も
の
の
、
ま
だ
彼
の
講
義
は
受
け
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
文
面
に
漲
る
伊
藤
博
文
の
自
信
は
、「
グ
ナ
イ
ス
ト
、

ス
タ
イ
ン
の
両
師
」
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
グ
ナ
イ
ス
ト
の
講

義
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
は
す
で
に
、
グ
ナ
イ
ス
ト
か
ら

「
国
家
組
織
の
大
体
」
つ
ま
り
憲
法
の
基
本
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。

そ
れ
は
要
す
る
に
立
憲
君
主
制
の
原
理
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
い
え
ば

君
主
主
権
に
力
点
を
置
い
た
ド
イ
ツ
型
の
立
憲
制
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
議
会
主
義
に
も
と
づ
く
君
主
制
で
は
な

い
し
、
も
と
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
み
ら
れ
る
共
和
制
で
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も
な
い
。
伊
藤
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
実
態
と
グ
ナ
イ
ス
ト
の
講
説
の

中
に
、
天
皇
大
権
と
立
憲
制
と
の
近
代
的
調
和
を
確
認
し
た
の
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
伊
藤
の
訪
欧
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の
政
変

の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
国
会
開
設
の
時
期
お
よ
び
憲
法
制
定
の
方

針
を
め
ぐ
る
政
府
内
部
の
対
立
を
直
接
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
大
隈

重
信
ら
の
放
逐
、
井
上
毅
に
よ
る
ド
イ
ツ
学
奨
励
策
の
進
言
、
独
逸

学
協
会
の
設
立
等
の
同
年
中
の
一
連
の
流
れ
を
み
れ
ば
、
す
で
に
渡

欧
以
前
に
、
伊
藤
博
文
が
ド
イ
ツ
型
の
憲
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
じ
十
四
年
に
は
福
沢
諭
吉
系
の
交
詢
社
が
イ

ギ
リ
ス
流
の
私
擬
憲
法
案
を
公
表
し
て
お
り
、
伊
藤
は
大
隈
と
福
沢

の
連
携
を
警
戒
し
て
い
た
。
ま
た
同
年
に
は
自
由
党
も
結
成
さ
れ
、

植
木
枝
盛
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
な
ら
っ
た
憲
法
案
を
作
成
し
た
。
伊
藤

か
ら
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
ド
イ
ツ
こ
そ
憲
法

の
範
と
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と
し
て
も
、
し
か
し
そ
の
理
論
的
な
裏

付
け
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
確
信
が
も
て
な
い
ま
ま
に
、
憲
法
取
調

の
勅
命
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
心
私
に
死
処
を
得
る
の
心
地
」

と
い
う
穏
や
か
な
ら
ざ
る
告
白
も
、
伊
藤
博
文
の
率
直
な
心
情
の
吐

露
と
し
て
文
字
ど
お
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
藤
は
グ
ナ

イ
ス
ト
の
講
義
を
聴
く
こ
と
で
ド
イ
ツ
型
の
憲
法
思
想
を
身
に
付
け
、

反
政
府
運
動
に
反
論
し
う
る
理
論
的
な
武
器
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
博
文
の
こ
の
自
信
は
、
書
簡
の
日
付
か
ら
み
て
シ
ュ
タ
イ
ン

か
ら
得
た
も
の
で
は
な
い
。
グ
ナ
イ
ス
ト
は
伊
藤
に
冷
た
く
シ
ュ
タ

イ
ン
は
親
切
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
不
確
か
な
証
言
や
、
伊
藤
が

シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
招
聘
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
し
て
、

シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
を
大
き
く
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
の
書

簡
を
書
い
た
時
点
で
は
、
ま
だ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
は
始
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影
響
を
過
小
に
評
価
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
伊
藤
博
文
に
と
っ
て
、
グ
ナ
イ
ス
ト
と
シ
ュ
タ
イ
ン
は
同
格

の
ド
イ
ツ
憲
法
学
者
で
あ
っ
た
。
実
際
に
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
う
前
か

ら
、
伊
藤
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
。
そ

し
て
八
月
八
日
に
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
す
る
や
、
た
だ
ち
に
シ
ュ
タ
イ

ン
に
会
見
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
も
ま
た
グ
ナ
イ
ス
ト
と
同
様
に
「
守

旧
」
の
憲
法
学
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
自
由
民
権
派
の
急
進

主
義
と
は
異
な
る
穏
健
な
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
安
心
し
た
の
で
あ

る
。
以
下
は
、
先
の
書
簡
に
先
立
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
到
着
翌
日
の
八

月
九
日
付
で
、
や
は
り
岩
倉
具
視
宛
て
に
書
か
れ
た
未
発
信
の
手
紙

で
あ
る
。

着
欧
以
来
、
僅
々
二
ケ
月
半
に
御
座
候
へ
共
、
独
逸
に
て
有
名

憲
法
学
師
グ
ナ
イ
ス
ト
に
就
て
、
一
週
間
三
回
宛
の
談
話
を
為

す
を
得
、
外
一
法
師
と
共
に
、
一
週
間
三
回
宛
独
逸
国
の
憲
法

よ
り
、
政
府
百
般
の
組
織
、
地
方
自
治
の
限
界
等
に
至
る
迄
、
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法
学
上
の
順
序
に
依
り
、
講
窮
仕
、
大
要
不
残
筆
記
仕
候
故
、

追
て
諸
公
の
瀏
覧
に
も
可
供
心
得
に
御
座
候
。
今
暫
く
の
間
は

維ウ
ィ
ー
ン納
府
に
滞
在
、
当
国
の
大
学
師
ス
タ
イ
ン
に
就
て
同
氏
の
議

論
を
聞
き
可
申
心
得
に
御
座
候
。
グ
ナ
イ
ス
ト
、
ス
タ
イ
ン
両

氏
は
、
当
今
の
大
学
者
に
し
て
、
勿
論
其
著
述
頗
浩
瀚
、
各
国

学
者
仲
間
の
尤
賞
讃
す
る
所
の
人
物
に
御
座
候
。
而
し
て
両
氏

共
、
其
主
説
は
守
旧
に
傾
斜
せ
る
者
と
被
察
申
候
。
昨
日
ス
タ

イ
ン
に
一
面
識
仕
候
而
も
、
既
に
其
説
く
所
、
英
仏
独
三
ケ
国

の
国
体
及
び
其
国
の
学
師
等
の
主
題
と
す
る
所
を
分
前
し
て
、

以
て
小
生
の
感
格
を
興
起
せ
し
め
申
候
（
（
（

。

　

伊
藤
博
文
は
、
一
回
会
っ
た
だ
け
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
比
較
法
的
な

立
脚
点
を
見
抜
い
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
い
た
伊

藤
は
、
す
で
に
グ
ナ
イ
ス
ト
と
「
一
法
師
」
を
介
し
て
、
こ
れ
だ
け

の
基
礎
的
な
学
識
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
「
発
見
」

　

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
八
月
九
日
付
の
伊
藤
書
簡
で
「
一
法

師
」
と
記
さ
れ
た
の
は
、
モ
ッ
セ
の
こ
と
で
あ
る
。
グ
ナ
イ
ス
ト
や

シ
ュ
タ
イ
ン
に
比
べ
て
、
そ
れ
だ
け
無
名
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
が
グ
ナ
イ
ス
ト
と
は
別
に
週
三
日
の
憲
法
講
義
を
受
け
る
中
で
伊

藤
博
文
は
モ
ッ
セ
を
気
に
入
り
、
彼
を
日
本
に
招
聘
す
る
こ
と
に
し

た
。
モ
ッ
セ
は
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
か
ら
三
年
間
、
政
府

の
法
律
顧
問
と
し
て
我
が
国
に
滞
在
し
、
憲
法
制
定
作
業
や
地
方
自

治
制
度
の
確
立
に
貢
献
し
た
。

　

グ
ナ
イ
ス
ト
の
高
弟
で
あ
っ
た
モ
ッ
セ
が
日
本
か
ら
の
招
聘
に
応

じ
た
の
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
本
国
で
の
栄
達

を
望
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
う
だ
と
し

て
も
、
彼
の
日
本
行
き
は
グ
ナ
イ
ス
ト
や
ビ
ス
マ
ル
ク
の
了
承
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と
積
極
的
な
意
図
が
働

い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
も
う
一
人
の
お
雇
い
ド
イ

ツ
人
を
牽
制
す
る
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

　

実
は
モ
ッ
セ
よ
り
も
以
前
か
ら
、
日
本
に
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
と
い
う
、

も
う
一
人
の
お
雇
い
ド
イ
ツ
人
が
い
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
（H

erm
ann 

Roesler

）
は
、
す
で
に
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
来
日
し
て
お
り
、

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
法
律
顧
問
を
務
め
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は

ド
イ
ツ
本
国
で
大
学
教
授
の
職
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
彼
の
来
日
は
実

質
的
に
は
政
治
亡
命
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
か
ね
て
社
会
主
義

者
と
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
社
会
主
義
者
鎮
圧
法

を
公
布
す
る
に
お
よ
び
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
、
あ
え
て
故
国
と
訣
別
し

て
日
本
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
伊
藤
博
文
一
行
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
憲
法
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
た
と
き
、
日
本
に
は
グ
ナ
イ
ス
ト
や
シ
ュ
タ
イ
ン
に
も
匹

敵
す
る
憲
法
学
者
が
す
で
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
伊
藤
の

随
員
の
中
に
、
伊
東
巳
代
治
が
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
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が
、
井
上
毅
は
伊
藤
に
は
随
行
せ
ず
日
本
に
留
ま
っ
た
。
伊
東
巳
代

治
は
伊
藤
博
文
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
か
ら
随
行
は
当
然
と
し
て
も
、

最
も
有
能
な
法
制
官
僚
で
あ
っ
た
井
上
毅
が
随
員
に
加
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
や
や
奇
異
な
感
が
す
る
。
金
子
堅
太
郎
の
回
顧
に

よ
れ
ば
、
伊
藤
は
井
上
を
連
れ
て
行
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
岩
倉

具
視
が
手
放
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
（
（
（

。

　

た
だ
し
、
井
上
毅
自
身
が
渡
欧
を
望
ん
だ
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。

あ
る
意
味
で
は
、
井
上
は
わ
ざ
わ
ざ
外
国
に
行
っ
て
憲
法
を
学
ぶ
必

要
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ジ
ー
メ
ス
の
卓
抜
な
表
現
に
よ
れ
ば
、

「
井
上
の
傍
ら
に
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
い
た
」（N

eben Inoue aber 

stand Roesler.

）
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。
井
上
毅
は
国
制
や
行
政
に
関
わ
る

疑
問
が
生
じ
る
た
び
に
ロ
ェ
ス
ラ
ー
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
「
答

議
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
。
井
上
毅
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
か
ら
個
人
授

業
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
法
制
官
僚
と
し
て
の
日
常
業
務
を
つ

う
じ
て
、
い
わ
ば
内
地
留
学
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
存
在
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ

の
功
績
に
は
じ
め
て
着
目
し
た
の
も
吉
野
作
造
で
あ
る
。
吉
野
は
大

正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
頃
、
古
書
展
覧
会
で
『
ル
ス
レ
ル
氏
答
議
』

と
題
す
る
文
書
を
入
手
し
た
。
そ
こ
に
は
「
一
見
必
返
却
井
上
」
と

井
上
毅
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
。
井
上
の
諮
問
に
対
す
る
ロ
ェ

ス
ラ
ー
（
ル
ス
レ
ル
）
の
答
申
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
吉
野
が
発
見
し
た
答
議
は
、
憲
法
に
関
す
る
も
の
で
全
部
で
十

三
篇
あ
り
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
六
月
か
ら
同
十
五
年
三
月

ま
で
の
日
付
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
井
上
毅
は
、
伊
藤
博
文
が
憲
法

取
調
の
た
め
訪
欧
す
る
に
先
立
っ
て
、
独
自
に
憲
法
を
研
究
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
（
（
（

。

　

吉
野
作
造
の
憲
法
制
定
史
研
究
に
つ
い
て
、
簡
単
に
整
理
し
て
お

く
。
吉
野
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
文
献
の
大
量
焼
失
を
契
機
に
、

明
治
文
化
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
最
大
の
業
績
は
『
明
治
文

化
全
集
』
全
二
十
四
巻
の
刊
行
で
あ
る
が
、
彼
自
身
が
発
見
し
た

『
西
哲
夢
物
語
』
と
『
レ
ス
レ
ル
氏
答
議
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
巻

「
憲
政
篇
」
と
第
二
十
二
巻
「
雑
史
篇
」
に
収
録
し
た
。
昭
和
三
（
一

九
二
八
）
年
か
ら
翌
四
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
憲
法
の

制
定
史
研
究
は
、
明
治
文
化
研
究
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
吉
野
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
吉
野
作
造
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
旗

手
と
し
て
有
名
だ
が
、
研
究
者
と
し
て
の
業
績
は
む
し
ろ
明
治
文
化

研
究
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。

　

吉
野
作
造
は
、『
ル
ス
レ
ル
氏
答
議
』
に
つ
い
て
昭
和
七
（
一
九

三
二
）
年
十
二
月
に
東
京
朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
、
論
文
「
ス
タ
イ
ン
、

グ
ナ
イ
ス
ト
と
伊
藤
博
文
」
を
翌
昭
和
八
年
二
月
刊
の
『
改
造
』
誌

に
掲
載
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
憲
法
の
制
定
過
程
に
お

け
る
四
人
の
ド
イ
ツ
人
、
つ
ま
り
グ
ナ
イ
ス
ト
と
シ
ュ
タ
イ
ン
、

モ
ッ
セ
と
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
寄
与
に
つ
い
て
、
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
吉
野
は
東
京
朝
日
新
聞
と
『
改
造
』
に
寄
稿
し
た
直
後
、
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昭
和
八
年
の
三
月
に
急
死
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
明
治
憲

法
制
定
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
い
た
る

ま
で
、
未
だ
充
分
に
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

　

伊
藤
博
文
の
憲
法
修
業
に
戻
る
。
伊
藤
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）

年
八
月
二
十
七
日
付
で
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
山
田
顕
義
に
宛
て
て
次
の

よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

英
仏
に
て
政
党
の
国
会
に
於
て
多
数
を
占
め
た
る
者
の
領
袖
政

権
を
掌
握
す
。
之
を
称
し
て
パ
ー
リ
ア
メ
ン
タ
ル
ガ
ブ
ル
メ
ン

ト
と
云
。
独
逸
は
決
し
て
如
斯
者
に
て
は
無
之
、
純
然
た
る
立

君
国
な
り
。
国
会
の
衆
寡
に
依
り
、
政
府
の
根
軸
を
動
揺
す
る

こ
と
な
し
。
独
逸
学
者
の
主
と
す
る
所
は
、
君
主
国
は
君
権
を

明
瞭
完
全
す
る
に
在
り
。
此
権
の
完
全
な
ら
ざ
る
者
は
、
其
名

君
主
国
と
雖
、
協
和
主
義
を
混
同
す
る
者
に
し
て
、
理
に
悖
る

こ
と
少
か
ら
ず
と
為
せ
り
。
故
に
憲
法
を
立
て
国
会
を
開
く
も
、

君
権
を
分
割
す
る
に
非
ず
、
君
主
は
憲
法
の
上
に
在
り
と
云
。

孛ふ

国
の
憲
法
の
箇
条
上
文
の
意
と
齟
齬
す
る
者
往
々
之
あ
り
と

雖
も
、
是
れ
千
八
百
五
十
一
年
頃
の
形
勢
よ
り
来
る
者
に
し
て
、

邦
国
組
織
学
の
真
理
と
合
せ
ざ
る
者
な
り
。
ロ
エ
ス
レ
ル
の
説

は
自
由
に
傾
斜
せ
る
こ
と
を
往
々
発
見
せ
り
。
此
人
孛
国
の
政

治
に
反
対
家
な
り
（
（（
（

。

　

と
く
に
最
後
の
一
文
に
着
目
し
た
い
。「
孛
国
」
と
は
プ
ロ
イ
セ

ン
王
国
の
こ
と
で
あ
る
が
、
伊
藤
博
文
は
、「
ロ
エ
ス
レ
ル
」（
ロ
ェ

ス
ラ
ー
）
は
反
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
人
物
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
。
文
面
か
ら
す
れ
ば
、
伊
藤
は
訪
欧
し
て
は
じ
め
て
、
ロ
ェ

ス
ラ
ー
が
「
自
由
に
傾
斜
」
し
「
協
和
主
義
」
も
し
く
は
社
会
主
義

的
で
あ
り
、
要
す
る
に
純
然
た
る
君
権
主
義
者
で
は
な
い
こ
と
を

「
発
見
」
し
た
。
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
時
点
で
あ
っ
た
か
は
判
然

と
し
な
い
。
だ
が
可
能
性
と
し
て
は
三
つ
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
に
知

ら
さ
れ
た
か
、
グ
ナ
イ
ス
ト
ま
た
は
モ
ッ
セ
か
ら
学
ん
だ
か
、
伊
藤

自
身
で
発
見
し
た
か
、
の
三
つ
の
可
能
性
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
直
接
知
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
最

も
あ
り
そ
う
な
話
で
あ
る
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ロ
ェ
ス

ラ
ー
の
来
日
は
一
種
の
政
治
的
亡
命
で
あ
っ
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
か

ね
が
ね
「
社
会
君
主
制
」（soziales K

önigtum

）
論
を
唱
え
て
お
り
、

ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
み
れ
ば
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
社
会
主
義
者
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。
帝
国
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
秩
序
維
持
策
は
、「
文

化
闘
争
」
と
総
称
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
弾
圧
と
、
一
八
七
八
年
十
月

二
十
一
日
公
布
の
「
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
」
に
代
表
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
当
時
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
ロ
シ
ュ
ト
ッ
ク
大
学
教
授
で

あ
っ
た
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
、
ま
さ
に
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
公
布
の
翌
日

に
、
わ
ざ
わ
ざ
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
ロ
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
辞
し
、

そ
の
う
え
で
日
本
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
が

カ
ト
リ
ッ
ク
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
挑
戦
で
あ
っ

た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
が
こ
の
と
き
の
苦
い
経
験
を
、
折
し
も
訪
独
し
た
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伊
藤
博
文
に
伝
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
雇

用
に
際
し
て
は
、
当
時
も
苦
言
が
呈
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の

思
想
的
傾
向
に
つ
い
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ

た
と
す
れ
ば
、
伊
藤
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
か
モ
ッ
セ
の
憲
法
講
義
の
中
で
、
ロ
ェ

ス
ラ
ー
の
憲
法
学
説
が
批
判
的
に
紹
介
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会
君
主
制
論
は
、「
パ
ー
リ
ア
メ
ン
タ
ル
ガ
ブ
ル

メ
ン
ト
」
た
る
議
院
内
閣
制
を
標
榜
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
君
主

主
権
の
確
立
と
制
約
と
い
う
両
面
性
を
も
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

社
会
的
対
立
の
調
停
者
と
し
て
君
主
主
権
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
る

一
方
で
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も
憲
法
の
枠
内
に
留
め
よ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
そ
の
も
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
以
来
の
ド
イ
ツ
国
家
学

の
伝
統
で
あ
り
、
君
主
機
関
説
と
呼
ん
で
も
い
い
が
、
そ
れ
は
グ
ナ

イ
ス
ト
や
モ
ッ
セ
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
グ
ナ
イ
ス
ト
と
モ
ッ
セ
は
、
彼
ら
の
立
場
上
、
ロ
ェ
ス

ラ
ー
の
反
プ
ロ
イ
セ
ン
的
な
思
想
を
反
君
主
主
義
と
し
て
誇
大
に

語
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
伊
藤
博
文
自
身
が
、
た
と
え
一
八
五
〇
年
の
プ
ロ
イ
セ

ン
憲
法
と
「
齟
齬
」
す
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
、
君
主
絶
対
主
義
こ

そ
日
本
の
憲
法
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
中

に
あ
る
「
千
八
百
五
十
一
年
頃
の
形
勢
」
と
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会

に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
無
効
が
宣
言
さ
れ
た
事
件
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
伊
藤
に
と
っ
て
も
立
憲
君
主
制
に
お
け
る

君
権
と
民
権
あ
る
い
は
政
府
と
議
会
の
調
整
こ
そ
最
大
の
課
題
で
あ

り
、「
君
主
は
憲
法
の
上
に
在
り
」
と
の
建
前
を
踏
ま
え
た
う
え
で

憲
法
制
定
に
臨
み
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
で
あ
る
な
ら

ば
、
お
雇
い
の
ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
反
君
主
主
義
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

彼
が
故
国
日
本
で
井
上
毅
の
傍
ら
に
い
る
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
を

含
む
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
一
八
五
〇
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
は
、

井
上
毅
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
の
ち
に
『
西
哲
夢
物
語
』
に
も
収
録

さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
藤
博
文
は
ド
イ
ツ
の
地
で
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
を

「
発
見
」
し
た
の
で
あ
る
。
便
利
な
事
務
屋
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て

い
な
か
っ
た
ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
、
実
は
反
君
主
主
義
的
な
危
険
人
物
か

も
し
れ
な
い
こ
と
に
、
伊
藤
博
文
は
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
。
ロ
ェ

ス
ラ
ー
の
発
見
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
山
田
顕
義

へ
の
手
紙
で
は
、「
ロ
エ
ス
レ
ル
の
説
は
」
以
下
の
文
章
は
細
字
で

書
か
れ
て
い
る
。
あ
わ
て
て
付
け
加
え
た
か
の
よ
う
で
も
あ
り
、
内

務
卿
の
山
田
に
対
し
て
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
身
辺
調
査
を
秘
か
に
促
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
意
外
な
こ
と
に
、
帰
国
後
の
伊
藤
は
か
え
っ

て
ロ
ェ
ス
ラ
ー
を
重
用
し
、
憲
法
の
起
草
作
業
に
ま
で
関
与
さ
せ
た
。

そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
伊
藤
博
文
は
、
井
上
毅
を
介
し
て

ロ
ェ
ス
ラ
ー
答
議
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
そ
こ
に
現
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実
の
危
険
を
感
じ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
身
辺
調
査
を

し
た
と
し
て
も
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
社
会
と

は
距
離
を
置
い
て
い
た
か
ら
、
や
は
り
危
険
性
を
感
じ
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
よ
り
も
、
伊
藤
博
文
の
自
信
は
帰
国
ま

で
に
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会
君

主
制
論
に
も
動
じ
な
い
ほ
ど
の
、
大
政
治
家
に
成
長
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

山
田
顕
義
宛
の
書
簡
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
会
見
は
し
た
が
、
ま
だ

彼
の
講
義
が
始
ま
っ
て
い
な
い
時
点
で
書
か
れ
た
。
伊
藤
博
文
は
実

際
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
聴
い
て
み
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
も

ま
た
社
会
君
主
制
論
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会

君
主
制
論
は
彼
の
社
会
行
政
学
に
由
来
す
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場

合
は
国
家
有
機
体
説
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
君
主
を
国
家
の
第
一
の

「
器
官
」
と
す
る
君
主
機
関
説
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
伊
藤
は
シ
ュ

タ
イ
ン
の
憲
法
講
義
を
聴
く
に
お
よ
ん
で
、
社
会
君
主
制
論
が
そ
れ

ほ
ど
特
異
な
憲
法
理
論
で
は
な
い
こ
と
も
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

グ
ナ
イ
ス
ト
と
モ
ッ
セ
の
君
主
主
権
論
が
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
基
本

だ
と
す
れ
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会
君
主
論
は
そ
の

応
用
で
あ
る
。
君
主
主
義
の
枠
組
み
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
あ
と
は

日
本
の
実
情
に
照
ら
し
て
柔
軟
に
対
処
す
れ
ば
い
い
。
絶
対
主
義
的

天
皇
制
か
ら
天
皇
機
関
説
ま
で
、
伊
藤
博
文
の
立
憲
君
主
主
義
は
こ

う
し
た
広
い
度
量
を
も
っ
て
、
帰
国
後
の
憲
法
制
定
作
業
に
備
え
た
。

伊
藤
博
文
は
、
今
や
日
本
随
一
の
憲
法
通
と
な
っ
て
帰
国
の
途
に
つ

い
た
。
日
本
を
目
前
に
し
て
岩
倉
具
視
の
死
を
知
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
伊
藤
博
文
が
名
実
と
も
に
最
高
権
力
者
に
な
っ
た
こ
と
を
意

味
し
た
。

三　
『
西
哲
夢
物
語
』
事
件

　

憲
法
修
業
か
ら
帰
国
し
た
伊
藤
博
文
は
、
内
閣
制
度
を
創
設
し
て

み
ず
か
ら
初
代
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
す
る
な
ど
、
内
政
的
基
盤

を
整
え
た
う
え
で
、
い
よ
い
よ
憲
法
制
定
の
作
業
に
着
手
し
た
。
伊

藤
の
起
草
方
針
は
、
憲
法
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
反

対
派
の
妨
害
を
避
け
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
密
行
主
義
を
採
る
こ
と

に
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
の
四
月
二
十
日
の
こ
と

で
あ
る
が
、
伊
藤
博
文
は
首
相
官
邸
で
フ
ァ
ン
シ
ー
ボ
ー
ル
を
開
催

し
た
。「
フ
ァ
ン
シ
ー
ボ
ー
ル
」
と
は
、
仮
装
舞
踏
会
の
こ
と
で
あ

る
。
鹿
鳴
館
時
代
の
只
中
で
あ
る
か
ら
、
舞
踏
会
そ
の
も
の
は
珍
し

く
な
い
。
伊
藤
の
盟
友
井
上
馨
は
欧
化
政
策
の
も
と
、
新
築
な
っ
た

鹿
鳴
館
で
西
洋
式
の
舞
踏
会
を
主
催
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

日
の
フ
ァ
ン
シ
ー
ボ
ー
ル
は
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

日
本
側
の
参
加
者
は
い
つ
も
と
は
違
っ
て
、
一
様
に
和
風
ま
た
は
中

国
風
の
仮
装
姿
で
参
集
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
外
務
大
臣
の
井
上

馨
は
三
河
万
歳
、
内
務
大
臣
の
山
県
有
朋
は
奇
兵
隊
、
司
法
大
臣
山
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田
顕
義
は
吉
備
真
備
、
陸
軍
大
臣
大
山
巌
は
薩
摩
武
士
、
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
（
（（
（

。

　

山
県
や
大
山
の
い
で
た
ち
は
仮
装
と
い
う
よ
り
は
若
い
頃
の
姿
に

戻
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
え
っ
て
西
洋
の
婦
人
連
の
喝
采

を
呈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
似
合
わ
ぬ
洋
服
よ
り
は
攘
夷
戦
争
当
時
の

武
士
の
軍
装
の
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
凛
々
し
く
映
っ
た
ら
し
い
。
も
っ

と
も
、
総
理
大
臣
の
伊
藤
博
文
だ
け
は
、
和
装
で
は
な
く
ヴ
ェ
ニ
ス

の
貴
族
姿
で
あ
っ
た
。
主
催
者
の
立
場
と
し
て
、
西
洋
人
の
来
客
に

合
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
他
の
大
臣
た
ち
に
和
装

を
指
示
し
た
う
え
で
、
自
分
だ
け
目
立
と
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

鹿
鳴
館
で
の
舞
踏
会
に
も
ま
し
て
、
こ
の
日
の
仮
装
舞
踏
会
の
評

判
は
悪
か
っ
た
。
モ
ッ
セ
は
ト
ル
コ
人
の
格
好
で
参
加
し
た
が
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
と
井
上
毅
は
病
気
と
称
し
て
欠
席
し
た
。
条
約
改
正
問

題
で
大
変
な
と
き
に
、
馬
鹿
騒
ぎ
を
し
て
い
る
場
合
で
は
あ
る
ま
い
、

と
い
う
の
が
本
当
の
理
由
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
ェ
ス
ラ
ー
も
参
加
し

な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
不
参
加
の
理
由
は
彼
ら
と
は
決
定
的
に
異

な
っ
て
い
た
。
伊
藤
博
文
ら
が
仮
装
舞
踏
会
で
踊
っ
て
い
た
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
憲
法
草
案
を
起
草
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
憲
法
草
案
を
井
上
毅
に
提
出
し
た
の
は
、
明
治
二

十
年
四
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
が
仮
装
舞
踏
会
を
催

し
て
か
ら
、
わ
ず
か
十
日
後
の
こ
と
だ
。
正
式
に
は
「
日
本
帝
国
憲

法
草
案
」（Entw

urf einer V
erfassung für das K

aisertum
 Japan

）

と
題
す
る
こ
の
憲
法
草
案
は
、
厳
密
に
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
私
案
で

あ
っ
て
公
的
な
草
案
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
勝
手
に

作
成
す
る
は
ず
も
な
く
、
伊
藤
博
文
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
起
草
さ

れ
た
、
実
質
的
に
は
第
一
草
案
た
る
性
格
を
有
し
て
い
た
。

　

伊
藤
博
文
は
、
仮
装
舞
踏
会
を
開
催
す
る
一
方
で
、
憲
法
起
草
の

具
体
的
作
業
に
着
手
し
て
い
た
。
仮
装
舞
踏
会
が
政
府
内
外
の
目
を

逸
ら
す
偽
装
工
作
だ
っ
た
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
結
果
と
し
て
そ

う
し
た
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
伊
藤
の
密
行
主
義
は

徹
底
し
て
お
り
、
六
月
か
ら
は
相
州
金
沢
に
場
所
を
移
し
て
、
い
よ

い
よ
条
文
の
具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
た
。
伊
藤
博
文
に
同
行
し
た

の
は
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
、
井
上
毅
の
三
名
の
み
で
あ
っ

た
。
彼
ら
、
少
な
く
と
も
伊
東
巳
代
治
の
鞄
の
中
に
は
、
ま
ち
が
い

な
く
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
草
案
が
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
味

で
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
も
ま
た
陰
の
同
行
者
で
あ
っ
た
。

　

金
沢
八
景
で
知
ら
れ
る
相
州
金
沢
は
、
海
に
面
し
た
風
光
明
媚
な

地
で
あ
る
。
憲
法
草
案
の
逐
条
的
な
検
討
は
、
こ
の
地
の
東
屋
と
い

う
割
烹
旅
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
伊
藤
博
文
は
近
く
の
夏な

つ

島し
ま

に
新
築

な
っ
た
別
荘
か
ら
船
で
通
い
、
伊
東
巳
代
治
と
金
子
堅
太
郎
は
東
屋

に
宿
泊
し
た
。
ま
た
井
上
毅
は
、
や
は
り
近
く
の
旅
館
野
島
館
か
ら

通
っ
た
。
い
く
ら
お
忍
び
と
は
い
え
、
伊
藤
の
夏
島
行
き
そ
の
も
の
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は
秘
密
に
で
き
な
か
っ
た
。
中
江
兆
民
と
親
し
か
っ
た
ビ
ゴ
ー
は
、

主
宰
す
る
『
ト
バ
エ
』
紙
（
明
治
二
十
年
九
月
十
五
日
刊
）
に
「
ヴ
ァ

カ
ン
ス
／
田
舎
の
楽
し
み

―
夏カ

島ジ
マ

」
と
題
し
た
風
刺
漫
画
を
載
せ

た
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
伊
藤
博
文
と
二
人
の
芸
者
の
姿

で
あ
っ
て
、
伊
藤
が
伊
東
や
金
子
と
憲
法
を
起
草
し
て
い
た
こ
と
に

は
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
月
六
日
の
夜
、
東
屋
に
泥
棒
が
侵
入
し
た
。
以
下

に
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
事
件
を
あ
っ
さ
り
と
認
め
た
金
子
堅
太
郎

の
回
顧
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
煩
は
し
さ
を
避
け
る
た
め
に
相
州
金
沢
の
東
屋
で

起
草
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
人
は
伊
藤
公
と
と
も
に
東
屋
に
映

つ
た
。
す
る
と
あ
る
夜
、
東
屋
に
泥
棒
が
入
つ
て
伊
東
君
の
カ

バ
ン
が
盗
ま
れ
て
し
ま
つ
た
。
中
に
憲
法
の
草
案
が
入
つ
て
ゐ

る
と
い
ふ
の
で
大
騒
ぎ
と
な
つ
た
が
、
泥
棒
は
金
の
方
が
入
用

と
見
え
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
て
あ
つ
た
百
円
を
盗
ん
だ
だ
け
で
、

憲
法
草
案
は
近
所
の
畑
の
中
に
捨
て
ゝ
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
更

に
夏
島
に
移
り
、
憲
法
そ
の
他
の
付
属
法
案
の
調
査
起
草
に
と

り
か
ゝ
り
、
日
曜
日
に
な
る
と
三
人
は
い
つ
も
議
論
を
し
て
伊

藤
公
に
食
つ
て
か
ゝ
り
、
随
分
公
を
困
ら
し
た
も
の
だ
。
か
く

し
て
憲
法
草
案
は
漸
く
明
治
二
十
一
年
三
月
下
旬
脱
稿
し
た
の

で
あ
る
（
（（
（

。

　

伊
東
巳
代
治
の
枕
元
か
ら
盗
み
出
さ
れ
た
「
憲
法
の
草
案
」
と
は
、

ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
で
あ
っ
た
。
金
子
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
草
案
は

い
っ
た
ん
盗
ま
れ
た
が
、
近
所
の
大
豆
畑
で
見
つ
か
っ
た
の
で
結
局

は
盗
ま
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
り
に
も
内

閣
総
理
大
臣
が
頻
繁
に
出
入
り
し
、
そ
こ
で
憲
法
の
起
草
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
旅
館
で
あ
る
。
秘
密
裏
の
作
業
と
は
い
え
、
そ
れ
な
り

の
警
備
も
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
盗
難
事
件
そ
の
も
の
が
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盗
難
は
あ
っ
た
が
草
案
は
盗

ま
れ
な
か
っ
た
、
と
の
証
言
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
草
案
は
盗
ま
れ

た
の
か
盗
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
盗
難
に
か
こ
つ
け
て
、

意
図
的
に
草
案
を
誰
か
に
漏
洩
し
た
可
能
性
さ
え
あ
る
。
真
相
は
わ

か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
一
つ
だ
け
確
実
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
盗
難
騒
ぎ
の
二
か
月
後
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
が
秘
密
出
版
さ
れ

て
民
間
に
流
布
し
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
『
西
哲
夢
物
語
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た
。
こ
の
秘
密
出

版
物
は
、
①
「
グ
ナ
イ
ス
ト
氏
談
話
」、
②
「
普
魯
西
憲
法
」、
③

「
日
本
憲
法
原
規
」
の
三
種
類
の
文
書
を
綴
じ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
各
文
書
の
名
称
は
、
吉
野
作
造
が
『
明
治
文
化
全
集
』
に

収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
便
宜
的
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
西
哲
夢
物
語
」「
王
国
」「
原
規
」
で
始
ま
る
文
書
を
つ

な
げ
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
一
つ
の
文
書
な
の
か
三
つ
の
文

書
な
の
か
も
容
易
に
は
わ
か
ら
な
い
。
本
来
は
そ
れ
な
り
の
標
題
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
印
刷
す
る
と
き
に
わ
ざ
と
外
し
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た
の
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
出
所
を
わ
か
ら
な
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
『
西
哲
夢
物
語
』
は
、
全
体
と
し
て
、
①
日
本
の
大
官
が
モ
ッ
セ

よ
り
格
上
の
「
自
分
」
と
称
す
る
ド
イ
ツ
人
の
も
と
で
憲
法
講
義
を

聴
き
、
②
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
憲
法
を
参
照
し
つ
つ
、
③
「
原
規
」
で

始
ま
る
日
本
国
憲
法
を
起
草
し
た
、
と
い
う
物
語
を
暗
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
伊
藤
博
文
が
グ
ナ
イ
ス
ト
と
モ
ッ
セ
の
講
義
を

聴
き
、
一
八
五
〇
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
を
参
照
し
て
、
今
ま
さ
に

日
本
憲
法
を
起
草
中
で
あ
る
、
と
い
う
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年

に
進
行
中
の
出
来
事
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
。
実
に
見
事
な
構
成
な

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
反
政
府
勢
力
、
た
と
え
ば
民
権
派
が
事

前
に
察
知
し
て
い
た
と
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
伊
藤
博
文
の
側
で
意

図
的
に
漏
洩
さ
せ
た
と
す
る
ほ
う
が
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自

由
党
解
党
後
の
当
時
の
民
権
派
の
力
量
か
ら
す
れ
ば
、
三
つ
の
文
書

を
別
々
に
入
手
し
、
こ
れ
を
並
べ
て
右
の
よ
う
な
物
語
を
構
成
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
東
屋
に
お
け
る
不
可
解
な
盗
難
事
件

で
あ
る
。
伊
東
巳
代
治
の
鞄
の
中
に
は
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
の
み
な

ら
ず
、
グ
ナ
イ
ス
ト
講
義
筆
記
録
も
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
も
入
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
憲
法
起
草
の
た
め
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
う
し
た
書
類
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
こ
れ
を

伊
東
が
ま
と
め
て
盗
ま
せ
た
と
す
れ
ば
、
一
応
の
辻
褄
は
合
う
。
も

と
よ
り
、
そ
れ
は
伊
藤
博
文
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

盗
ま
れ
た
が
返
っ
て
き
た
「
憲
法
の
草
案
」
と
は
、
三
種
類
の
文
書

の
総
称
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
『
西
哲
夢
物
語
』
の
原
稿
に
な
っ
た
。

鞄
に
入
っ
て
い
た
「
百
円
」
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
大
急
ぎ
で
写
し

た
で
あ
ろ
う
泥
棒
た
ち
の
手
間
賃
で
あ
っ
た
、
と
考
え
た
い
。

　

東
屋
の
盗
難
か
ら
『
西
哲
夢
物
語
』
の
出
版
に
い
た
る
一
連
の
出

来
事
は
、
明
治
憲
法
制
定
史
上
の
最
大
の
謎
で
あ
る
。
確
実
に
い
え

る
の
は
、『
西
哲
夢
物
語
』
の
中
の
「
原
規
」
あ
る
い
は
「
日
本
憲

法
原
規
」
が
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
既
述

の
ご
と
く
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
は
井
上
毅
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
井
上

側
に
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、「
日
本
帝
国
憲
法
草
案
」
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
原
文
と
日
本
語
訳
文
が
あ
る
が
、

概
略
の
み
を
紹
介
す
る
（
（（
（

。

原
規
（Grundbestim

m
ung

）

第
一
章　

天
皇
（V

om
 K

aiser

）

第
二
章　

国
会
（V

om
 Reichstag

）

第
三
章　

国
会
ノ
権
利
（V

on den Rechten des Reichstages

）

第
四
章　

�

一
般
ノ
権
利
義
務
（V

on den allgem
einen Rechten 

und Pflichten

）

第
五
章　

司
法
（V

on der Rechtspflege

）

第
六
章　

行
政
（V

on der V
erw

altung

）

第
七
章　

財
政
（V

om
 Staatshaushalte

）

第
八
章　

補
則
（A

llgem
eine Bestim

m
ungen

）
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『
西
哲
夢
物
語
』
に
収
録
さ
れ
た
「
日
本
憲
法
原
規
」
の
正
体
が

ロ
ェ
ス
ラ
ー
起
草
の
「
日
本
帝
国
憲
法
草
案
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
。「
原
規
」
と
は
憲
法
の
根
本
規
定
で
あ
り
、
国
家
の
基
本
的

性
格
を
記
し
た
条
文
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
憲
法
全
体
の
名
称
で
は
な

い
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
の
原
規
、
つ
ま
り
第
一

条
は
、「
日
本
帝
国
ハ
万
世
分
割
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
世
襲
君
主
国
ト
ス

／
帝
位
ハ
帝
室
家
憲
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
帝
室
ニ
於
テ
之
ヲ
世
襲
ス
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。『
西
哲
夢
物
語
』
所
収
の
原
規
も
ま
っ
た
く

同
じ
条
文
で
あ
り
、
も
と
よ
り
第
二
条
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
は
、
明
治
二
十
年
四
月
三
十
日
付
で
井
上
毅
の

も
と
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
日
付
は
ド
イ
ツ
語
原
文
の
も
の
で
あ
っ

て
、
渡
辺
廉
吉
に
よ
る
日
本
語
訳
文
の
同
じ
日
付
は
原
文
の
そ
れ
を

継
承
し
た
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
翻
訳
が
完
了
し
た
の
は
お
そ
ら
く
五

月
末
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
六
月
初
頭
か
ら
は
東
屋
で
条
文
の
検
討
が

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
井
上
は
五
月
中
の
完
成
を
翻

訳
官
に
指
示
し
た
は
ず
で
あ
る
。
井
上
毅
は
、
こ
の
日
本
語
版
ロ
ェ

ス
ラ
ー
草
案
の
写
し
を
伊
東
巳
代
治
に
渡
し
た
。
金
子
堅
太
郎
と
伊

藤
博
文
に
も
写
し
が
渡
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
八

月
に
盗
難
事
件
が
起
き
、
十
月
に
『
西
哲
夢
物
語
』
と
し
て
流
布
し

た
の
で
あ
る
。

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
の
漏
洩
が
、
偶
発
的
な
も
の
か
意
図
的
な
も
の

か
も
謎
で
あ
る
。
だ
が
盗
難
事
件
後
、
起
草
作
業
は
東
屋
か
ら
海
を

隔
て
た
夏
島
に
移
さ
れ
た
。
大
失
態
を
演
じ
た
は
ず
の
伊
東
巳
代
治

は
、
伊
藤
博
文
に
対
し
て
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
は
実
は
井
上
毅
の
下

僚
か
ら
流
出
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
不
思
議
な

の
は
、
草
案
漏
洩
に
つ
い
て
伊
藤
博
文
が
伊
東
巳
代
治
や
井
上
毅
の

責
任
を
追
及
し
た
気
配
が
な
く
、
ま
る
で
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
憲
法
起
草
作
業
を
続
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
は
漏
洩
し
て
も
影
響
の
な
い
ほ
ど
の
、

単
な
る
参
考
資
料
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
今
さ
ら
軌
道
修
正

が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
決
定
的
で
最
も
重
要
な
根
本
史
料
で
あ
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
草
案
原
規
と
大
日
本
帝
国
憲
法
と
の
条
文
構
成
の
比

較
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四　

欧
米
人
の
評
論

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
に
つ
い
て
ば
か
り
述
べ
て
き
た
が
、
東
屋
お
よ

び
夏
島
に
お
け
る
憲
法
起
草
作
業
の
段
階
で
、
他
に
二
つ
の
草
案
が

存
在
し
た
こ
と
に
も
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
甲
案
と
乙
案

と
称
さ
れ
る
、
い
ず
れ
も
井
上
毅
の
手
に
な
る
草
案
で
あ
る
。
す
で

に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）

年
の
四
月
三
十
日
に
井
上
毅
に
提
出
さ
れ
、
井
上
は
五
月
二
十
三
日

に
甲
案
と
乙
案
を
伊
藤
博
文
に
提
出
し
た
。
伊
藤
博
文
、
伊
東
巳
代

治
、
金
子
堅
太
郎
、
井
上
毅
の
四
人
は
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
草
案
を

も
と
に
、
六
月
か
ら
条
文
の
検
討
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
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井
上
毅
に
よ
る
甲
案
に
は
モ
ッ
セ
の
影
響
が
み
ら
れ
、
乙
案
に
は

ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
井
上
は
お
雇
い
の
二
人
を
競
わ

せ
な
が
ら
、
い
か
に
も
官
僚
ら
し
く
、
両
案
に
優
劣
を
付
け
る
こ
と

な
く
伊
藤
博
文
に
提
示
し
た
。
だ
が
甲
案
・
乙
案
が
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草

案
の
提
出
後
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
ら
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
と

の
関
係
で
対
案
的
な
性
質
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
井
上
は
ロ
ェ
ス

ラ
ー
草
案
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
独
自
の
草
案

を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

清
水
伸
は
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
と
井
上
の
甲
案
・
乙
案
の
構
成
を

一
覧
表
に
ま
と
め
て
比
較
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

要
点
は
、
天
皇
の
憲
法
的
位
置
づ
け
に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
井
上
案
〔
甲
案
・
乙
案
〕
が
い
ず
れ

も
天
皇
と
国
民
を
対
置
し
、
立
法
、
司
法
、
行
政
（
軍
兵
を
含

め
）
を
つ
ぎ
に
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
案
は
、

天
皇
と
国
会
を
対
置
し
、
国
民
と
司
法
、
行
政
、
財
政
等
を
そ

の
下
に
置
い
て
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
ロ
ェ

ス
ラ
ー
案
は
、
章
外
の
一
条
を
「
原
規
」
と
よ
び
、
日
本
を
世

襲
の
君
主
国
と
し
、
皇
位
そ
の
も
の
を
最
高
の
原
則
と
し
て
規

定
し
て
い
る
。
原
規
と
は
ド
イ
ツ
語
の
グ
ル
ン
ト
・
ベ
シ
ュ

テ
ィ
ム
ン
ク
（G

（
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
）

rund Bestim
m

ung

）、
基
本
的
あ
る
い
は
根

元
的
な
規
定
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
か
く
し
て
現
実
の
「
天

皇
」
の
大
権
を
条
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
天
皇
」
が
首

章
の
標
題
と
さ
れ
た
の
は
こ
の
案
が
最
初
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

　

直
接
に
は
憲
法
草
案
の
章
立
て
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
清
水
が

井
上
案
よ
り
も
ロ
ェ
ス
ラ
ー
案
の
ほ
う
が
明
治
憲
法
に
近
い
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
む
ろ
ん
、
実
際
に
制
定
さ
れ
た
明

治
憲
法
と
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
の
あ
い
だ
に
は
、
な
お
異
な
る
点
は
少

な
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
章
外
の
「
原
規
」
で
日
本
を
「
世

襲
君
主
国
」
と
規
定
し
、
第
一
章
に
「
天
皇
」
規
定
を
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
憲
法
的
位
置
づ
け
に
お
い
て
、
ロ
ェ
ス

ラ
ー
草
案
こ
そ
が
明
治
憲
法
の
最
も
基
本
的
な
検
討
資
料
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

夏
島
で
の
憲
法
起
草
作
業
は
、
こ
の
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
を
主
た
る

資
料
と
し
て
、
井
上
提
出
の
甲
案
・
乙
案
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
た
。
そ
こ
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
夏
島
草
案
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
伊
藤
博
文
ら
が
起
草
作
業
を

夏
島
に
移
す
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
盗
難
事
件
の
意
義
は
大
き

い
。
東
屋
で
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
が
流
出
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
な

お
断
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
遅
く
と
も
そ
の
時
点
に
お
い
て
ロ
ェ

ス
ラ
ー
草
案
は
民
権
派
の
手
に
わ
た
り
、
例
の
「
原
規
」
で
始
ま
る

文
書
が
『
西
哲
夢
物
語
』
と
し
て
民
間
に
流
布
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
東
京
に
お
け
る
公
式
の
憲
法
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、

本
稿
で
あ
ら
た
め
て
叙
述
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
明
治
二

十
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
十
一
日
に
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
あ
と
、
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枢
密
院
議
長
議
長
の
伊
藤
博
文
が
お
こ
な
っ
た
二
つ
の
事
業
に
つ
い

て
書
い
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、『
憲
法
義
解
』
の
作
成
と
、
金

子
堅
太
郎
の
欧
米
派
遣
で
あ
る
。

　
『
憲
法
義
解
』
は
、
明
治
憲
法
の
公
式
註
解
書
で
あ
る
。
註
解
書

（K
om

m
entar

）
と
は
、
法
律
条
文
の
意
味
を
逐
条
的
か
つ
逐
語
的

に
解
説
し
た
参
考
書
の
こ
と
だ
。
伊
藤
博
文
は
こ
れ
を
井
上
毅
に
執

筆
さ
せ
、
伊
藤
の
「
私
書
」
と
し
て
国
家
学
会
よ
り
刊
行
し
た
。
四

月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
伊
藤
は
欽
定
憲
法

の
実
質
的
起
草
者
で
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
宣
言
し
、
憲
法
の
公
権

的
解
釈
を
方
向
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。
伊
藤
博
文
は
、
こ
の
『
憲
法

義
解
』
が
出
来
上
が
る
や
、
今
度
は
伊
東
巳
代
治
に
英
訳
を
命
じ
、

六
月
二
十
八
日
付
で
英
吉
利
法
律
学
校
か
ら
刊
行
さ
せ
た
（
（（
（

。

　
『
憲
法
義
解
』
の
英
訳
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
の
条
文
そ

の
も
の
を
英
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
は
、

明
治
憲
法
の
完
成
を
海
外
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
こ
の
作
業
を
急
が

せ
た
。
そ
し
て
英
語
版
『
憲
法
義
解
』
つ
ま
り
憲
法
の
英
文
を
金
子

堅
太
郎
に
も
た
せ
て
、
七
月
二
十
一
日
、
欧
米
に
向
け
て
出
発
さ
せ

た
。
金
子
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

是
よ
り
先
き
伊
藤
議
長
は
、
著
書
『
憲
法
義
解
』
の
英
訳
を
伊

東
巳
代
治
に
命
じ
、
内
閣
雇
英
国
人
「
ヂ
ョ
ー
ダ
ン
」
と
共
に

之
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
た
れ
ば
、
今
回
余
の
洋
行
を
機
会
と
し
、

英
訳
の
『
憲
法
義
解
』
数
十
部
を
携
帯
し
、
彼
の
地
到
着
の
後
、

欧
米
の
政
治
家
及
び
憲
法
学
者
に
一
本
を
贈
与
し
忌
憚
な
き
意

見
を
徴
し
て
帰
朝
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
た
（
（（
（

。

　

金
子
堅
太
郎
の
洋
行
は
、
七
年
前
の
伊
藤
博
文
の
憲
法
修
業
を
想

起
さ
せ
る
。
だ
が
そ
の
様
相
は
大
い
に
ち
が
う
。
伊
藤
の
渡
欧
時
は

暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
金
子
は
完
成
し
た
憲
法
を
も
っ
て

欧
米
社
会
に
登
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
東
洋
で
最
初

の
近
代
憲
法
に
よ
っ
て
、
明
治
日
本
は
よ
う
や
く
近
代
国
家
の
仲
間

入
り
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
情
緒
的
な
感
慨
で
は
な
い
。

幕
末
以
来
の
不
平
等
条
約
を
改
正
す
る
た
め
の
、
外
交
的
条
件
が

整
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
子
を
派
遣
し
た
に
つ
い
て
は
、
伊

藤
の
配
慮
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
憲
法
取
調
に
、
金
子
は

随
行
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

金
子
堅
太
郎
の
『
憲
法
制
定
と
欧
米
人
の
評
論
』
に
よ
れ
ば
、
彼

が
憲
法
を
携
え
て
訪
問
し
た
相
手
に
は
、「
米
国
国
務
大
臣
」「
墺
国

下
院
第
一
副
議
長
」「
伊
国
下
院
書
記
局
長
」「
仏
国
前
大
蔵
大
臣
」

「
英
国
外
務
次
官
」
ら
の
政
治
家
だ
け
で
な
く
、
著
名
な
学
者
が
多

く
含
ま
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
名
前
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
グ
ナ
イ
ス

ト
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ダ
イ
シ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、

ホ
ー
ム
ズ
等
々
、
ま
こ
と
に
錚
々
た
る
碩
学
た
ち
で
あ
る
。
政
治
家

の
外
交
辞
令
と
は
異
な
り
、
学
者
に
よ
る
明
治
憲
法
批
評
は
そ
れ
ぞ

れ
に
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
系
の
学
者
に
限
定
し
て
紹
介

す
る
。
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ド
イ
ツ
に
赴
い
て
金
子
が
真
っ
先
に
訪
問
し
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン

の
グ
ナ
イ
ス
ト
邸
で
あ
っ
た
。
十
月
中
旬
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
伊

藤
の
憲
法
修
業
の
経
緯
か
ら
し
て
、
当
然
の
礼
儀
で
あ
ろ
う
。
あ
い

に
く
グ
ナ
イ
ス
ト
は
不
在
で
あ
っ
た
が
、
翌
日
彼
は
金
子
の
宿
泊
先

を
訪
れ
て
、
伊
藤
の
厚
意
に
謝
し
つ
つ
、
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

「
目
下
自
分
は
老
衰
し
た
れ
ば
日
本
憲
法
を
熟
読
し
て
意
見
を
述
ぶ

る
こ
と
能
は
ざ
る
旨
を
伝
達
し
呉
れ
よ
」
と
（
（（
（

。
老
い
の
事
実
は
あ
る

に
せ
よ
、
一
見
冷
た
い
感
じ
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
、
相
変
わ
ら
ず
グ

ナ
イ
ス
ト
ら
し
い
。

　

十
月
二
十
六
日
に
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
イ
ェ
ー
リ
ン
グ

と
面
談
し
た
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
は
、
ロ
ー
マ
法
の
専
攻
な
の
で
憲
法

や
政
治
に
は
詳
し
く
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
四
時
間
に
わ
た
っ
て
持

論
を
展
開
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
来
る
べ
き
国
会
開
設
に
備
え
て
の

議
会
対
策
で
あ
っ
て
、
下
院
（
衆
議
院
）
を
牽
制
す
る
た
め
に
は
上

院
（
貴
族
院
）
に
お
け
る
勅
撰
議
員
を
政
府
の
味
方
に
す
る
こ
と
が

肝
要
だ
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
政
治
的
立
場
は

保
守
的
漸
進
主
義
で
あ
っ
て
、
反
対
派
の
議
員
を
懐
柔
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
秘
策
を
授
け
て
い
る
。「
或
は
夜
会
を
催
し
或
は
宴
会

を
設
け
て
己
れ
に
反
対
の
議
員
を
招
き
、
之
と
団
欒
し
て
談
笑
す
る

こ
と
、
議
会
を
統
御
す
る
の
第
一
の
方
策
な
り
、
是
れ
孛
国
の
『
ビ

ス
マ
ル
ク
』
公
の
政
策
な
り
」。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
目
的
は

少
々
異
な
る
も
の
の
、
す
で
に
鹿
鳴
館
や
フ
ァ
ン
シ
ー
ボ
ー
ル
の
実

績
も
あ
り
、
と
く
に
学
ぶ
必
要
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ

は
数
日
後
に
手
紙
を
書
い
て
、
金
子
の
再
度
の
来
訪
を
促
し
た
。
親

日
家
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
で
あ
る
（
（（
（

。

　

十
一
月
末
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
金
子
は
シ
ュ
タ
イ
ン
に
も
面

会
し
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
以
上
の
親
日
家
で
あ
り
、

病
気
療
養
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
面
談
に
応
じ
て
、
明
治
憲
法
に
関
す

る
見
解
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
、
憲
法
に
は
「
憲
法
の
沿
革
史
」
が

不
可
欠
で
あ
り
、
憲
法
国
に
あ
っ
て
は
「
建
国
の
歴
史
」
を
編
纂
せ

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、『
憲
法
義
解
』

の
よ
う
な
単
な
る
公
権
的
註
釈
書
で
は
足
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
ま
た
後
者
に
関
し
て
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
然
る
に
日

本
は
尚
ほ
未
だ
精
確
な
る
歴
史
の
編
纂
な
し
と
聞
く
、
日
本
の
歴
史

を
知
ら
ず
し
て
何
く
ん
ぞ
皇
室
の
独
立
と
尊
厳
と
を
保
つ
こ
と
を
得

ん
や
、
現
に
独
逸
皇
帝
は
本
年
の
陸
軍
検
閲
に
於
て
、
孛
国
の
歴
史

を
普
く
中
学
以
上
に
て
教
ゆ
べ
し
と
宣
告
せ
ら
れ
た
り
（
（（
（

」
と
。

　

歴
史
を
知
ら
ず
し
て
憲
法
な
ど
あ
り
え
な
い
と
の
シ
ュ
タ
イ
ン
の

持
論
は
、
伊
藤
博
文
が
憲
法
講
義
を
乞
う
べ
く
初
め
て
グ
ナ
イ
ス
ト

に
会
っ
た
と
き
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
と
ま
っ
た

く
同
じ
言
葉
で
あ
る
。
グ
ナ
イ
ス
ト
の
発
言
に
際
し
て
は
、
随
行
者

が
憤
慨
し
て
、
そ
れ
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
受
け
る
動
機
に
な
っ

た
と
の
説
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
歴
史
な
く
し
て
憲
法
な
し
と
は
、

グ
ナ
イ
ス
ト
と
シ
ュ
タ
イ
ン
に
共
通
す
る
根
本
認
識
で
あ
っ
た
。
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さ
て
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
雇
用
契
約
を
更
新
し
て
、
憲
法
発
布
後
も

日
本
に
滞
在
し
て
い
た
。
彼
が
日
本
を
去
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
四
月
初
め
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
故
国
の
ド
イ

ツ
に
は
帰
ら
ず
、
隣
国
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
留
ま
っ
た
。「
孛
国
の

政
治
に
反
対
家
」
で
あ
っ
た
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
い
る

ド
イ
ツ
に
は
帰
れ
な
か
っ
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
翌
年
の
十
二
月
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。
六
十
歳
の
誕
生
日
を
数
日
後

に
控
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

憲
法
発
布
か
ら
十
年
た
っ
た
明
治
三
十
二
年
、
雑
誌
『
太
陽
』
は

「
明
治
十
二
傑
」
と
銘
打
つ
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
冒
頭
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
は
伊
藤
博
文
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事
の
中
で
伊
藤
は
憲

法
制
定
時
を
回
想
し
て
ロ
ェ
ス
ラ
ー
（
ロ
イ
ス
レ
ル
）
の
「
答
議
」

に
言
及
し
て
い
る
。

独
逸
の
ロ
イ
ス
レ
ル
と
云
ふ
人
は
博
学
の
人
で
、
独
逸
英
仏
の

事
に
明
か
で
、
経
済
に
も
法
律
に
も
明
か
で
、
立
派
な
博
士
で
、

之
れ
と
争
論
し
て
日
本
文
に
書
い
た
も
の
を
英
文
に
直
し
、
又

英
文
に
な
つ
た
も
の
を
日
本
文
に
改
め
て
、
両
方
照
し
合
せ
て

法
理
的
に
喰
ひ
合
ふ
と
こ
ろ
を
見
合
は
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ソ
シ

テ
大
概
調
べ
合
せ
て
草
稿
を
起
し
た
が
、
十
七
年
か
ら
は
虚
日

な
く
政
治
の
事
を
や
つ
て
居
る
傍
ら
に
、
憲
法
の
事
を
調
べ

つ
ゝ
や
つ
て
、
其
傍
ら
に
皇
室
典
範
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
に
附
帯
す
る
選
挙
法
か
ら
議
院
法
を
皆
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
（（
（

。

　

憲
法
の
制
定
に
は
、
皇
室
典
範
な
ど
関
連
法
規
の
制
定
も
と
も
な

う
。
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た

伊
藤
博
文
は
、
井
上
毅
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
と
と
も
に
、

精
力
的
に
そ
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
陰
に
は
常
に

ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
い
て
、
憲
法
の
「
草
稿
」
を
書
い
て
い
た
。

　

こ
の
草
稿
の
集
大
成
こ
そ
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
「
日
本
帝
国
憲
法
草

案
」
で
あ
っ
た
。
井
上
毅
の
草
案
の
傍
ら
に
は
、
こ
の
ロ
ェ
ス
ラ
ー

草
案
が
あ
っ
た
。
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
が
伊
東
巳
代
治
の
枕
元
か
ら
盗

ま
れ
た
か
否
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ロ
ェ

ス
ラ
ー
草
案
が
『
西
哲
夢
物
語
』
と
し
て
民
間
に
流
布
し
た
こ
と
は
、

紛
れ
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

思
い
切
っ
て
い
え
ば
、
明
治
憲
法
の
基
本
は
お
雇
い
ド
イ
ツ
人
の

ロ
ェ
ス
ラ
ー
が
起
草
し
た
。
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
隠
す
必
要
も
恥

じ
る
必
要
も
な
い
。
伊
藤
博
文
を
先
頭
に
、
井
上
毅
、
伊
東
巳
代
治
、

金
子
堅
太
郎
が
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
草
案
に
手
を
加
え
て
明
治
憲
法
を
完

成
さ
せ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
だ
か
ら
で
あ

る
。注（1

）　

堅
田
「
伊
藤
博
文
の
憲
法
修
業
」、
同
『
明
治
文
化
研
究
会
と
明

治
憲
法

―
宮
武
外
骨
・
尾
佐
竹
猛
・
吉
野
作
造

―
』
御
茶
の

水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
三
頁
以
下
参
照
。
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（
2
）　

吉
野
作
造
「
ス
タ
イ
ン
、
グ
ナ
イ
ス
ト
と
伊
藤
博
文
」、
著
作
集
、

第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
三
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
3
）　
『
西
哲
夢
物
語
』
復
刻
版
、
一
九
七
一
年
、
一
頁
。
吉
野
作
造
が

古
書
店
で
発
見
し
た
原
本
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
。
吉
野

は
の
ち
に
別
の
原
本
を
入
手
し
、
こ
れ
に
校
訂
を
加
え
て
『
明
治

文
化
全
集
』
に
収
録
し
た
。
第
二
の
原
本
は
、
吉
野
の
死
後
、
親

友
の
佐
々
木
惣
一
に
遺
贈
さ
れ
、
佐
々
木
の
死
後
は
弟
子
の
宮
田

豊
に
遺
贈
さ
れ
た
。
宮
田
は
こ
の
第
二
の
原
本
を
も
と
に
復
刻
版

を
出
し
た
。

（
4
）　
『
明
治
文
化
全
集
』
第
四
巻
「
憲
政
篇
」、
日
本
評
論
社
、
一
九
二

八
年
、
四
三
二
頁
以
下
、
四
七
七
頁
以
下
、
四
九
〇
頁
以
下
に
所

収
。
直
接
の
校
訂
者
は
今
中
次
麿
で
あ
る
が
、
吉
野
作
造
の
指
示

に
よ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お
、『
明
治
文
化
全
集
』
の
戦
後

版
で
は
、「
憲
政
篇
」
は
第
一
巻
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
『
伊
藤
博
文
伝
』（
中
）、
春
畝
公
追
頌
会
編
、
復
刻
版
、
原
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
二
九
六
―
二
九
七
頁
。
他
に
、
尾
佐
竹
猛
『
日
本

憲
政
史
大
綱
』
下
巻
、
著
作
集
、
第
八
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇

〇
六
年
、
六
七
六
頁
。
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
、

有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
、
五
八
四
頁
参
照
。

（
6
）　
『
伊
藤
博
文
秘
録
』
伊
藤
博
邦
監
修
／
平
塚
篤
編
、
復
刻
版
、
原

書
房
、
一
九
八
二
年
、
二
九
二
頁
。
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
を
ひ

ら
が
な
書
き
に
改
め
た
。
稲
田
、
前
掲
書
、
上
巻
、
五
六
九
頁
参

照
。

（
7
）　

尾
佐
竹
、
前
掲
書
、
下
巻
、
六
七
一
頁
。
鈴
木
安
蔵
『
日
本
憲
法

史
概
説
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
一
年
、
三
三
三
頁
。
同
『
評
伝

伊
藤
博
文
』
昭
和
刊
行
会
、
一
九
四
四
年
、
一
九
〇
頁
参
照
。

（
8
）　

Ｊ
・
ジ
ー
メ
ス
『
日
本
国
家
の
近
代
化
と
ロ
ェ
ス
ラ
ー
』
本
間
英

世
訳
、
未
來
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
〇
八
頁
。Johannes 

Siem
es, D

ie G
ründung des m

odernen japanischen 
Staates und das deutsche R

echt, D
er B

eitrag H
erm

ann 
R

oeslers, Berlin, 1975, S.62.

（
9
）　

吉
野
『
閑
談
の
閑
談
』
書
物
展
望
社
、
一
九
三
三
年
、
二
四
六
―

二
四
七
頁
。

（
10
）　
『
伊
藤
博
文
伝
』（
中
）、
三
〇
五
頁
。
鈴
木
安
蔵
『
日
本
憲
法
史

概
説
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
一
年
、
三
四
一
頁
参
照
。

（
11
）　

堅
田
「
明
治
二
十
年
の
フ
ァ
ン
シ
ー
ボ
ー
ル
」、
同
『
明
治
文
化

研
究
会
と
明
治
憲
法
』
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
12
）　

金
子
堅
太
郎
「
憲
法
発
布
ま
で
」、『
そ
の
頃
を
語
る
』
朝
日
新
聞

社
、
一
九
二
八
年
、
五
六
―
五
七
頁
。『
伊
藤
博
文
秘
録
』
九
九

―
一
〇
〇
頁
に
も
同
様
の
金
子
談
話
が
あ
る
。
他
に
、
尾
佐
竹
、

前
掲
書
、
下
巻
、
七
二
五
―
七
二
六
頁
参
照
。

（
13
）　
「
ロ
エ
ス
レ
ル
起
草
日
本
国
憲
法
草
案
独
逸
文
原
本
」、
国
学
院
大

学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
第
六
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
四
頁
以
下
。「
ロ
エ
ス
レ
ル
起
草

日
本
帝
国
憲
法
草
案
」、
同
書
、
一
六
頁
以
下
。

（
14
）　
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
第
六
、
二
六
頁
（
編
者
注
記
）
参
照
。

（
15
）　

伊
藤
博
文
宛
伊
東
巳
代
治
書
簡
、
明
治
二
十
年
八
月
二
十
一
日
付
、

『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
二
、
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
四
七
―

四
八
頁
。
こ
の
点
に
つ
き
、
有
賀
貞
夫
『
星
亨
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
三
年
、
一
三
一
頁
。
川
口
暁
弘
『
明
治
憲
法
欽
定
史
』
北

海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
〇
頁
参
照
。

（
16
）　

清
水
伸
『
明
治
憲
法
制
定
史
（
中
）

―
伊
藤
博
文
に
よ
る
明
治

憲
法
原
案
の
起
草

―
』
原
書
房
一
九
七
四
年
、
一
七
九
頁
。

（
17
）　

伊
藤
博
文
『
憲
法
義
解
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
、
一
八
二
頁
、
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一
八
四
頁
（
宮
沢
俊
義
に
よ
る
解
題
）。

（
18
）　

金
子
堅
太
郎
『
憲
法
制
定
と
欧
米
人
の
評
論
』
日
本
青
年
館
、
一

九
三
七
年
、
一
九
八
頁
。

（
19
）　

同
書
、
二
〇
四
頁
。

（
20
）　

同
書
、
二
〇
五
頁
以
下
、
と
く
に
二
一
一
頁
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と

ビ
ス
マ
ル
ク
、
お
よ
び
日
本
と
の
関
係
に
つ
き
、
堅
田
「
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
イ
ェ
ー
リ
ン
グ

―
二
つ
の
博
士
号
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
獨
協
法
学
』
第
六
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
頁
以
下
参
照
。

（
21
）　

金
子
、
前
掲
書
、
二
一
七
―
二
一
九
頁
。

（
22
）　

大
橋
乙
羽
筆
記
「
侯
爵
伊
藤
博
文
君
」、
太
陽
臨
時
増
刊
『
明
治

十
二
傑
』
博
文
館
、
一
八
九
九
年
、
三
九
頁
。（

獨
協
大
学
教
授
）




